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　着色ガラスは微量に含まれる着色金属のた

めに再利用が難しく、現在多くが埋め立て処

分されている。今回、廃着色ガラスから着色

イオンを取り除き、多孔質のシリカへ再生

し、さらにそこから優れた特性を有する透明

蛍光体を得ることに成功した。

　瓶等に使用されているガラスはNa2O, CaO,

SiO2を主成分としており化学的耐久性が高

く、このガラスのシリカネットワーク構造の

中に、一度とりこまれた着色金属イオンを分

離することは不可能であると考えられてい

た。ところが、廃着色ガラスにホウ酸などの

成分を加えて再び溶融冷却し、Na2O-CaO-

B2O3-SiO2という成分のガラスにすると、ホ

ウ酸相とシリカ相がナノオーダーで分離し、

ホウ酸相側に金属とアルカリが濃縮される。

このガラスを酸処理するとホウ酸相だけが酸

に溶出し、アルカリ･金属イオンが脱離でき

る（図１）。今回開発した方法は、ガラスに特

有な相分離という現象を利用して、無機廃材

を化学的に精製再生すると同時に、様々な用

途に利用される多孔質のシリカのガラスが製

造できるというユニークな方法であると言え

る。

　こうして得られた多孔質シリカを、さらに

高付加価値化するために、蛍光体の作製を試

みた。上記の方法で得た多孔質シリカをEu ,

Cuなどのイオンを含んだ水溶液に浸漬し、

着色しない程度の極微量金属イオンをドープ

した後に焼成を行った。この方法では強い蛍

光を示すガラスは得られないとされてきた

が、焼成条件やイオン濃度などを調節するこ

とで紫外線照射時に強い蛍光を発する透明な

ガラスを得ることができた（図２）。また、こ

のガラスは、熱工程による劣化がない、温度

消光が小さい、高い化学的安定性を有すると

いう従来の無機蛍光体にはない優れた特性を

有することも今回明らかになっている。

　近年、照明に利用される紫外光源は波長･

発光方式共に多様化している。それらの紫外

光源に対応する新しい照明システムで利用さ

れる蛍光体は、発光の空間性･材料の耐久性･

発光の微妙な色合いなど、高い輝度以外の特

性を兼ね備えていることが求められており、

従来の無機蛍光粉体とは異なったものが必要

となってきている。これらの特性を有する今

回の蛍光ガラスは、新しい照明システムへ広

く利用されていくものと期待される。

図2　(a) 可視光で見た蛍光ガラス (b)紫外線
　　　（254nm）照射下で光る蛍光ガラス

前列左側からEu（2価）Eu（3価）Tb, Ce,
後列左から、Mn,Co,V,Sn,Cuをドープ した
もの。

図1　廃着色ガラスとそれを処理して得られた多孔
　　　質シリカ
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